
生活習慣と健康についての中学校保健学習

　　　一行動変容の認識を高める実践授業から一

中尾理恵子 １・ 山岡 裕子 ！・ 円原　靖昭

要旨　中学牛を対象に，白分の健康を考え実践できる力を身に付けるということを意図して牛活習慣と

健康についての保健の実践授業を行 った．実践授業においては，ブレインストーミングなどを活用し，牛徒

の持っている知識の整理や意味付けを行い，行動化までを含めた認識へと深めたいと考え授業展開を行った

その結果，学習前から生徒は情辛段としての知識は持ってはいるが，偏りがあったり誤ったものであり ，学省

において知識を整理して補足修正し意味付けを行うことで理解や納得をともなった認識になるということが

わか った．また，学習を興味深い，おもしろいと感じ，ｎら考えることができるためには，学溜の展開方法

にブレインストーミングや実験，ロールプレイなどを取り人れ工火していくことが有効であ った

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大学医学部保健学科紀要１６（２） １３１ －３７ ．２００３

Ｋｅｙ　Ｗｏｒｄｓ　：　
■ｆ１学牛，保健教育，牛活弼慣，認識

はじめに

　現代社会は，食牛活の変化や運動不足，または喫煙

飲酒などの生活習慣が問題となり ，生活習慣病が増加し

ている ．この生活習慣に関連する間題は成人に限らず児

童牛徒にも及んでおり ，生活褐慣病の低年齢化が杜会問

題となっている ．今１［ｊｌ， 生徒がｎ分向身の問題として白

分の健康を考え実践できる力を身に付けるということを

意図して巾学校での保健の授業を行った．中学生のこの

時期に獲得された牛活習慣は牛涯を通じて影響していく

ため，白分白身のこれからの健康習慣及び健康行動を決

めていく大切な基礎の時期であると考える ．そこで，食

生活や運動，睡眠といったＬ」常的な化沽習慣から ，喫煙 ，

飲酒，薬物といった習慣を含めて，知識の獲得だけでは

なく ，今後の白分の行動を決定し行動化できるための認

識をもつことをねらいとした

　中学校学習指導要領での保健教育分野の目標は，健康

安全に関する理解を通して，生涯を通じて白らの健康を

適切に管理し，改善していく資質や能力を育てることで

ある
１＝

しかし，知識をケえるだけでは行動化にはつな

がりにくいと考えた．また，現代の情報化付会において

は， 牛徒たちは，マスメディアなどの様々な情報源から

多くの情報をすでに持っていると考えた．そこで，ブレ

インストーミング
！＝

やＰＲＥＣＥＤＥ－ＰＲＯＣＥＥＤモデルを

活川して授業を展開し，生徒の持っている知識を活川し
，

知識の整理や意味付けを行い，行動化につながる認識へ

と深めたいと考えて授業展開を行 った

Ｉ． 授業の組み立て

１、 対象と方法

　国立Ｎ’大学附属巾学校の３年小１学級（男子２０名 ，女

子２１名）を対象に ，平成１４年１１月から１２月の期間におい

て， 『健康な生活と病気の戸防』の単元全４時閉の大学

院の授業である「実践授業」を行った．４時間の授業の

展閉は表１の通りであ った．授業は研究授業の形式で行

い， 現任の教諭及び大学院担当教官，教育学部人学院休

から意見 ・評伽をうけた

表１ ．授業の展開（全４時間）

▼ 学習内容

健康と生活習慣の関係を
グループづくり

１
考える

ブレインストーミング
まとめカード

運動，食事，休’養と健康
「牛活モデル」作成

２
の関係を ■考える

（ミドリモデルの応用）

まとめカード

グループ学習

喫煙，飲酒，薬物乱用と
ブレインストーミング

３， ４
健康の関係を ■考える

アルコールパッ チテスト

ロールプレイ

まとめカード

２． 研究授業のテーマと目的

ユ）研究授業テーマ　生活にいきる保健学習　牛活習慣

　　と健康の関係について認識できる学習一

２）研究授業Ｈ的：０食生活 ・運動 ・睡眠といっ た生沽

１　長崎大学医学部保健学科

２　長崎大学教育学部附属中学校

３　長崎大学教育学部
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巾尾理忠千　他

習慣のもつ意味が理解でき ，健康との関係を認識し

て， 白分白身の生沽を見直し行動化ができる学習の

展開を検討する

　生活習慣病の原因と予防や，喫煙 ・飲酒 ・薬物乱

川の健康影響についての理解を深め，健康で質の高

い生活（ＱＯＬの高い生活）を送るための態度を身

に付ける学習の展開を検討する

　牛徒が白分白身の問題と捉え，行動化ができる授

業の展開について検討する

生きるカ（ライフスキル）

健康実践能カ

より詳しく正しい知識
認識として納得理解できる

自分の行動として考える

ライフスキルとして獲得

セルフエフィカシー
　　（自已効力感）

一般的な知識
現在もっている知識
誤っ た理解

新しい知識の獲得

授業による知識の補充
、

　　　　　訂正

３． 用語の定義

　「ライフスキル」 １「日常生活で生じるさまざまな問題

や要求に対して，健康的かつ効果的に対処するために必

要な心理杜会的能力である ．（ＷＨＯ精神保健部局定義）」

を受けて，個々の人問が白分らしく ，よりよく生きてい

くトでの某礎となる能力であり ，学習 ’口」．能な能力と定義

した。ライフスキルの獲得には，主体的学習参加を基礎

とし講義形式ではなく ，グループ活動（ブレインストー

ミング，ケーススタディ ，ロールプレイ ，ゲームなどの

方法）を用いて，教師と生徒の双方が相互作用的な学習

過程に参加することが効果的である
＝｛「

と考えた

　「知識と認識の違い」 ：「知識」と「認識」を区別する

場合，「認識」は知識より広い意味に用いられ，物事や

現象を知る作用とその結呆を総称するが，「知識」は情

報と同じ意味に用いられることが多く ，知る作用の内

容をさす．「認識」は，「理論的知識をもつ」ことであり
，

したがってまた「科学的知識をもつ」ことを指すとあ

る（教育学大辞典．第 ・・法規 ．ｐ２２５） ．この解説をふま

えて，今回「知識」とは単に物事を知 っているという

意味でとらえ，「認識」とは知識の内容について納得理

解し，自分白身が受け入れている状態としてとらえた

この時期では行動までは結びついていないものの
，

「（行動）したいな」と考えており ，行動の’前段階である

とした

図１ ．学習の組み立てモデル

４． 概念枠組みの定義

　禁煉などの健康に関する行動をおこす場合，知ってい

るけどできないという声をよく耳にする 、これには ，２

つの誤った考え方が含まれていると考える ．まず１つに
は， 「知っている」と思っている情報の量には偏りがあ

り全てを知っているというわけではないこと ．２つめに
は， 情報の質について白身にとっ て都合のよいものを選

択して受け人れている可能性があるため偏りがある点で

ある ．現在の情報杜会の中においては，中学生とはいえ

幼少時からタバコの宣伝やＣＭなどを通常に見て成長し

ており ，タバコについて無関心ではない状態で授業を開

始することになる ．そこで，授業の学習の組み立てを図

１のように概念化した

１Ｉ．研究授業の展開と結果

ユ． 単元の指導計画

　単元の指導計画吉を表２に示した．対象牛徒は，巾学

３年生の時期であり ，食生活，運動，休養といった日常

生活習慣はほぼ白律しており ，喫煙，飲酒，薬物乱用の

行動化はされずともその考え方は決まりつつある時期で

あると考えた．しかし，精神面においては，白己意識の

高まりはあるが周囲の影響も受けやすく不安定な時期で

ありストレス解消，杜会への反抗などの行動も見られる

時期である ．そこで，小活習慣と健康，病気との関係を

知識の伝達 ・注人という形の学習ではなく ，白らの健康

として考え，実際の生沽に生かされ認識になりえる学習

表２ ．単元の指導計画（全４時問）

　　　学　習　活　動　　　　　　　　　　　　　　　　指導の干だて ・評価
１． 学習活動亘　　　　　　　　　　　　 ・クラス内でいつも！違う班を作ｏ 、その中の誰とでも話すこ

「健康と生活習慣にっいて考える」　　　　　とができるようにする

・グ』トプづくり　　　　　　　　　　　 ・グ」トプで行うことで知識の典有化、広がｏをもつことがで

・プレインストーミング　　　　　　　　　きる

｛『生活習慣と健康の関係で知っているこ　・ 自分の生活習慣を振ｏ返ることにつなげる

と」と聞いて思い浮かぶことばをカ ー一 ドに　 ・牛活習慣についての知識の確認と整現が汀きる

言己人していく〕　　　　　　　　　　　 ・プレインストー三ンゲで出されたか一ドをもとにしながら仕

・出されたカードの分類 ・整用　　　　　　　活習慣病についての説明を行う

・感想と今後、生活習慣のどこに気をつける　・ 多くの意見が出されたか（力一ドの数 １観察〕

かを書いてもらって提出　　　　　　　　・意見の内容は妥当か（カードの内容〕

　　　　　　　　　 ・健康と生活習慣病の関係棚理解できたか（提出された記録〕

２． 学習活動皿

『運動、食生活。休養と健康の関係を理解す　 ・将来どうなｏたいかという目標から考えをすすめることで

・「迎動」「食生活」「休養 ・踵囲に大きく　・ ［標のために何を行動するかという考え方なので、『しっ て

ヨグループに分ける　　　　　　　　　　 いるけどできない」とは逆であり行動化につながｏやすい

・各自 ・個昂１昨業で Ｅ０年後凹あなたはど　 ・身近なトマから始め，個人の健康について自分自身で振ｏ

んなお年奇りになりたいか？ を最終目標　　返りやすい

としてまとめる｛ｒ生活モデル』作成〕　　 ・集団の健康として、保腱所の藺きを曲１０ 、現在全国で取ｏ細

１最終目標になるための健康についての］標　　まれているｒ健廣日本”」について知る

・そのために「知る必硬があること．」「行う　 ・多くの意見が出されたか（観察〕

必要があること」「あったらいいなと思わ　 ・目標の妥当性佛表内容 １学習プ ；」ント〕

れる施設設備」について食’ト活・迎軌休　 ・目標のための具体的な行動が考えられたか（発表内容 ・学習

養から考えていく　　　　　　　　　　プ 「」ント〕

・発表とまとめ

雪． 学習活動皿　　　　　　　　　　　 ・黒板を四つに仕切ｏ 、出された意見を『たぱこ自体ｉ：関する
ｒ喫煙・飲酒・薬物乱用と健康の１出係を理解　　こと止暇体への影響』、，心への影響』、ｒ社会帽囲〕への

・ケパ］の影暑で知っていることについての　 ・一覧表にまとめることで情報の整理ができ、知識が系統だて

プレインストー三ングを行う　　　　　　　　られる

・身体・こころ・社会に与える彫響を咀Ｊ法　 ・メディア ｒ」テラシー（メディアの広缶性や伝えられる内容を

を用いて整理する　　　　　　　　　　　もう 一・」度考える〕にっながｏ意１吉決定のスキル形成ｉ＝なる

・アルコールパッチテストを行う　　　　　 ・アルコールパッチテストにより、アルコー〃土解について実

１タパ］をすすめられた場曲ｊのロールプレイ　　感することができる

を行う．　　　　　　　　　　　　　 ・ロールプレイをグ』トプで行う。場■面は中学生が遭遇しそう

１□一ルプレィの実施　　　　　　　　　な場面とし、佐徒間で講評をする

・グループ毎に謝評を行い・まとめと説明　　・まとめと説明で、不足点，誤解などｉ：っいて追加修正する

・「この授業一でわかコたこと」｛キーワード〕　＜評価〉

　　　　　　　　　 ・□一ルプレイの内容

　　　　　　　　　 ・「わかったこと」の内容〔提出された言雌剥
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生沽桝慣と健康についての
ｌｌ

１学校保健’学竹

を行う １必要があると考えた．佃人の生沽の仕方が直接健１

康に閑連していることを実感できている‘．ｌｉ徒はそう多く

ないと ・考・えられ，健康や小沽仰１貰とは何かを考える機会

もないと ・考える ．そこで，実際に［『分巨１身の小沽を振り

一返り ，外沽１岬慣とは何かをト■１分ド・１身と閑連させることで

身近なこととして理解できると 一四、われた．将 ’來ｎ分がど

んな健康状態になりたいのかをイメージさせることで実

施ｕ」’能なピ１信（セルフエフィカシーの向１ニ ジ＝ につなげ

たいと ・考えた．それが化汎１を通じて［「分の健康を符理し

ていくことの行動力となり ，将一来のＱＯＬ（牛活の質）

を高めると考えた ．「病気の・戸防」という ｌでは，外沽

州貰やその他の健康１蛆害因子（喫煙，飲酒，薬物乱川
，

感染など）から牛じる疾 一皆、（沽気〕という視 ｌからの学

桝を ’考えた．実際に身体や心にどのような影響を与える

のか，付会への影響はどうなのかを調べ考えることで［

分の知識として身に付き ，将来の行動化の土台となると

考えた

　そこでこの ．準、ブ亡では ，小徒が白分や」吉」囲の健康に対し

て＜ ・考える〉という機会を多く持てるような学習 ’方法を

とり ，矢口識を ・り・えるという形式ではなく ，ド１分［身で考

えていく形態を亟：要視した ．「学椚沽動Ｉ」では，ブレ

インストーミングを行い，止徒から山てきた結果をもと

に実際の疾・一

櫨、 とつなげてまとめを行 った ．「学習活動ｎ」

では ，ＰＲＥＣＥＤＥ－ＰＲＯＣＥＥＤモデルを利用して『生沽

モデル』を作成させることで，牛徒に将・来どのような健

康斗大態になりたいかのト１標を考えてもらい，ｕ標達成の

た〆）にはなにを実践すればよいのかということを 一連の

流れをつくって考えてさせた．それにより ，１「分の現在

の行動が将来の白分を作っていくのだという〕覚につな

がると ・考えた．「学習沽動ｍ」では，グループによる学

杓やロールプレイ ，実験を行 った．喫煉，飲湖，薬物が

与える健康影響について身体而と精神■面から ・考えた ．ま

た几一柵１や什会に ’Ｊ

一える影響について考えることで什会 一災

川としての健康を考’えることができ ，１’１分の身を守る ’万

法（スキル）としての具体的な理解ができると考えた
エリ

、． トのように，知識を与えるだけの学杓ではなく［１．１ら積

似的に参加し考えることができる学粥を行った ．尚，実

践授業の実施１１は，「学背沽動Ｉ」は平成１４年１川２６１
．１

，

「’

学制’舌動ｎ」は１２月３口 ，「学省』活動皿」は１２Ｊ１１０ ，１７
［・

１の４山であった

２． Ｊ喪閉と糸占 一果

ユ）ぺ｛沽習慣と健康の剛系のブレインストーミングの結

　　火

　できるだけ多くカードに書くという作業は，楽しさも

あり競争するように記入していた．記載内容の似ている

ものをグループ分けする際には，牛徒白ら矢印をつけて

順序性を示したり ，閑係性をつけたりしており ，牛徒が

持っ ている情撒としての知識を，グループで共有化し幣

理することに役 ．１ン１ったと 一讐、われる

　記載内容については ，「食件１貰」 ，「体にいい食べ物」 ，

「体に悪い食べ物」など『食箏』に関する１人」容のカード

が１３３枚と最も多か った（図２） ．カード内一容の内訳を表

３に示す．「体にいい食べ物」として
一正
１ｉ

１伝やマスコミで

収り ．トげられている健康食＾の１舳 名が記載されている

カード枚徴が２２枚と蚊も多か った ．また，『病気」は小

沽習慣病の疾一忠〆１の記枚が多く ，『こころ ・精神而」で

リラクゼーシ ョンできることに閑する記載が多か った

　学禍終ｒ後の刈ｉ徒の感想カードの記載内容は ，「牛沽

背慣を他の人の意見をみたりすることで，グループ分け

した棟類や視 一でみれてわかりやすか った ．」 ，「牛沽刊

慣についてこんなにたくさんのキーワード（連重カ，病気
，

ライフスタイルなど）があるなんて知らなかったし ，矢１１っ

（カード枚数）、’■ １■

肌凧’

１３３

５６

、工蔓
』〕

食

事

図２

表３

病　　心　　運
気　　の　　動
　　　健
　　　康

「健；垣疫と片ｉ言舌竿

　牛　　１唾　　体　　喫　　健　　症
　言舌　　　　日艮　　　　亘ｔ　　　岬ｊ　　　止捷　　　　斗大

　習　　　　　　　　薬　　管
　憤　　　　　　　　物　　瑚

仙’質の関係で知 っていること」

牛活習慣と健康の関係で知 っていること

ハラノスよく食雫崇讐祭
苫芦

よく莉
、，

体に患い食ぺ物

体ｉこよし 、鰯］

一岬

わるい囲１丘

冊， 勅食在食ぺる側 、１日；ヨ食食べる蜆１、 脂肋をとＯ過ぎ

たい螂ジお茶を ．争く飲む岨１、 水を蝕む個 ，栄養を十分とる
咄， 脚、分の食事閉 ．食ぺ過ざない咄 ，そ州山

野菜をとる岨１、 くだものをたぺる剛 、ピタ…ンをとるｏｌ、

カルシ ■）ム旧」、 米飯蜆ｉ、 角、を食べる岨〕 、力□千ン側 、午乳

凹， エニ１ナｏｌ、 サプ「」メント岨１、 勘無食 抑商品名岨封
．｛甘坤山冊

お’栗一戸凹食べ過ぎよくない帖１、’アル］一ルのみ過き
’了”

，コレ

ステロ ・■ ル岨１、 インスタント蝕 Ｏｉ、 食品漏皿物閉 、スナ

ツク菓ｒ凹 ・そ口月曲旧

歩く；１ｏｌ、 避動をするｏ」一 個．蛙な唖動岨 ．うンニンゲ岬１

よく動く１割 一欄 』とぴ閉 、よく遊、｛｛／１封 、ラジオ榊蛙蜆ｉ ．エ

ア□ピ’ス旧 ，モサ月山ロロ１

過睡吐不足Ｏｌ、 マｆカ ・■；１コ、 筋トレロ〕しすぎＯ一

■ト分な睡眠をとる１副 、胴岨嘔〕 ，分けて堪る［ｌｌ、 滞い１岨Ｏ　ｌｌｌ、

清潔ｉ＝関するこ

喫煙ｉ＝関すること

薬物など

ト冒１ヨ寺ｒ帥靴呈凹 ，そ刎出帖１

き冊 、蜆ｕ しい牛．冊閉 ，寸州雲佃］、 固…

１、 ｛■刎山割

体薗 ・体理

’ト才苫甘刊側宇茜

こころの病

レ州嚇

午…

　　　　　口ｏｌ、 歯みがき蜆１， 入湘．珀
るｏ：， ギ・ぴ月山帖コ

こぱこよくない蜆ｊ， たぱこは体に忠い川 、たばこ吸わない

１ゾニニ］チ川
．． ．．．
　　

．． ．．

ソンナ・一しない側 ，麻薬川

巴満側 、かく棚酬ｊｌｌ、 やせ過ぎｌｌｌ． 無王車荘弄イエ■ソトよ

くム
’＝里．．一

生氾習帽病側 、がん冊 、脳出１１」１ ・梗側仙 、一Ｌ嚇ｊ蜆ｊ、 糖尿

舳ｉ、 高伽 ．閉 、骨粗鰯市仙 、宵潰馴１１， アルツハイマ・一

　　１］ ．拒食症伽 、１一 」閉症‘１コ． 疲労托晒 、引きこもＯｎｌ

　　レエノｆ伽 ，おたふく」１醐１ヨ閉 ，かぜＯｌ、 モの他痕病

　　１１、 筋１共１痛蜆ｉ、 体がなまる川 、ＨこＯ鵬痛胆１，１；珂起

　　 言…
三」

最燃…
州１ 一
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ていたこともより考えなおしたりできてよか った」 ，「生

活習慣について白分が以外といろいろ知っていたのにお

どろいた」などであり ，ブレインストーミングの知識を

引き出して整理するといった効果が現れていた．感想カー

ドの内容をキーワード分類した結果を図３に示した

中に３年くらいの障害期間があるなら生きていないほう

がいいと思 った．障害期間を短くするために健康に本当

に気をつけようと思 った．」などの意見が書かれていた

感想カードの内容をキーワード分類した結果を図５に示

した

ライ

：二；汀；

（記載数〕

　　　　　 健康管理一　　　　　　 作業

　　　　予防一予防法一
　　　　　　　食
　　　　　興昧探い
他の人の意見 ・言葉の出し台い

　　　　具体的な説明

　　　　　　睡眠
　　　　　　健康
　　　　　　運動
　　生活 ・［ごろ ・毎口

　　　　自分で考えて

図３ ．生活習慣と健康についての授業後感想カード内容

その他一一■■‘‘
病１；ｌｌｌ１箏；

面白かった一
健康日刺１□

何かしよう膿；　　　パソコンが分かりやすかｒた一自分のこととして考えて考えやすか 一コ

た一　　　　　　　生活習慣病一
　　　 気をつけることがわか った一一　　　　　将来の日分を考尺た一
　今の時期から健康に気をつけたい

｛記胡韻〕

２）『牛活モデル」の作成について

　“５０年後のあなたはどんなお年寄りになりたいか？ ”

を最終的なＱＯＬとして目標とした、将来どうなりたい

かという目標から考えをすすめることで，白己効力感

（セルフエフィカシー）に働きかけ，口標のために何を

行動するかという考え方なので，「しっ ているけどでき

ない」とは逆であり行動化につながりやすいと考えた
（図４） ．しかし，学習後の牛徒の感想からは ，５０年後の

白分白身を想像するのが難しいようであ った．祖父母の

年齢程度の年代だと思われるが，同居している生徒は少

ないためと思われた、授業後の休徒の感想カードには
，

「白分のこととして考えるとすごく考えやすか った．私

が６５歳になる頃３人に１人が老人だと考えるとなんだか

気持ちわるいです ．」 ，「今まで５０年後の未来など，そん

なこと考えてもいなかった．全てをバランスよくするの

は簡単なようでかなり難しいと思 った ．」，「平均余命の

口ｏ１＝“６３包 ■

螂ｏ莇１６３む
《ｏ口》
・肝き帥いＨ０

・よくかんで食ぺる
・由〕子の食ぺ把きＮ 　Ｃ

・壇分や邊分を聰リ肥音
は体にわるい

・野菓崔たくさん食ぺると
よい

・パランスよく自ぺ骨こと 口咬目ｏ
カルシウムをと岳
・旧八分の食■崩よい
・脂伸ぷら〕のとり把旨ｘ

スナツク■子やインスク

ント食品はとり辿ぎ加

《，舳｝

・遁度な，蜆をする

・ｉや曇リ物を便わず歩く
・有田昂，軸をする
・上く歩くこと

・ストレッチ，蜆をする
・ユ目１万歩ホくとよい

自分の手足を使う

《俳， ・唖田》

・早，早庄昔する

・十分な固眠時凹
一～昌時田くらい 生清モデル

・在型の生活１弍よくない 平由１伸１！刷目

ヨ」ラックスする｛ｉ勒と

・休，岩とる
年　　蛆　　番

・課い咀ｕがよい 氏名

図４ ．生活モデル

議輔

老後のこと考えた

図５ ．生活モデルの授業後感想カードの内容

３）たばこについての授業展開

　前回までの授業で，生活習慣と健康には関係があるこ

とが理解できてキ１り ，「たばこは体に悪い」，「将来たば

こを吸わないようにする」といった記載がなされていた

しかし，よくない，悪いというレベルでの捉え方であり
，

なぜかということまでは書かれていなか った．そこで ，

「喫煉の影響で知っていることをあげてください」とい

うブレインストーミングを行い，知識の整理をしたいと

考えた．出された意見は，『たばこ自体に関すること』
，

『身体への影響』 ，『心への影響』，『杜会への影響』に分

けて整理した．ブレインストーミングの結果を表４に示

した．２回目のブレインストーミングでありスムーズに

でき ，色画用紙にマグネ ットをつけたカードを黒板に貼っ

ていくのは作業としては楽しさもあり興味関心をもたせ

るのに役立 った．今回は，４人グループで４枚のカード

を渡したため，意見が限定されてしまいもっと多くのカー

ドが必要であ ったという反省と黒板に貼る際にカードの

記載内容を発表させるなど，生徒に話させる場面が必要

であったという反省点があげられた

　授業後の感想カードには，「自分が知 っていた以上に

タバコとはすごく害のあるもので，何の得にもならない

表４ ．「たばこについて知っていること」

肺がんになる（８） ，肺が汚くなる（４） ，ニコチン
身体面 が体に悪い，歯が黒くなる ，がんになる ，妊婦が吸
（２４） うと胎児に悪い，スタミナが落ちる ，運動能力が落

ちる ，身長が伸びない，脳に悪い，寿命が縮まる

精神面 やめられない（５） ，ストレス解消になる（２） ，と
（９） りあえず落ち着ける ，イライラ

祉会面
吸わない人にも害がある（９） ，ポイ捨ては悪い

（２０）

（３） ，くさい（２） ，周囲に迷惑かける（２） ，歩き

たばこしている（２） ．お金がかかる ，きらい
１　ユ
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牛活習慣と健康についての中学校保健学習

のだということがハッ キリ分かりました ．」 ，「たばこの

害についていろいろなノゴ向から考えられてよか った ．」 ，

「たばこの影響が肺がんだけでないということは初めて

知りました．」などの意見が書かれていた ．感想カード

の内容のキーワード分類を図６に示した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛記載数〕
　　　　　　　その他
　　　　止めら打なくなること

　　 いろんな方向からのたぱこ害

　　　　　　杜会への書
　　　　　赤ちゃんへの被害

　　　　
授業圭、鴛：二一　　　１　＝ 　　１

　　　　たぱこ峨榊’一　　 スうイドが分かｏやすか 一』

た，　　　　　 肺だけではない害
知一」 ている ■〕もｏだ 一〕 たが改めて知 ・コ た

　　　　思 ・］ていた以」二の害
　たぱこのことがはコ告ｏわか 一」 た

　　　たぱこの周囲の人への影讐

　　　　白分へ与える危険さ

　　図６ ．たばこについての授業後感想カード内容

４）飲酒 ・薬物についての授業展開

　飲酒，薬物乱用といった行動は，心理的ストレス状態

との関係がつよいと言われている ．この２つの共通点で

ある ，依存性，脳への影響に焦点をあて，杜会的スキル

の獲得を含めた学習内容とした．アルコールの身体への

影響として，アルコールという化学物質が体内の月干臓で

分解されるが，日本人の約４割は分解酵素を持たないい

わゆる「飲めない体質」であることに留意するため『ア

ルコールパッ チテスト』を行 った．また，脳への影響と

して，脳神経を麻癖させ，脳細胞白体へ直接ダメージを

与えること ，二次的影響として人格の変化，事故（転落

や転倒 ，溺死など） ，飲酒運転による交通事故，急性ア

ルコール中毒があることに関連させた．薬物乱用では ，

薬物とは何かということに加えて，化学物質であり体内

の肝臓，脳に与える影響について説明した．依存状態が

長く続き ，量が増えていくと中毒と言われる状態になる

ことを説明し ，アルコール中毒，薬物中毒は治療の対象

であることを理解できるように実例をあげながら説明し

た． また，ロールプレイを行い，意志決定，コミュニケー

ション技術といったライフスキルについて学習できるよ

うにした

　アルコールパッチテストの実施では，実際に山分の腕

を使っての実習に対して興味深く取り組んでおり ，結果

判定でプラス ，マイナスが出るとうれしそうな様千が見

られた．また，まわりの友達の反応も気になるようで聞

きあ ったり ，見せ合ったりしていた

　ロールプレイは，グループでシナリオを書かせたため

時間がかかる作業になってしまったが，グループでの協

同作業ができた．演じる際には積極的に協力しており ，

グループで特徴のあるロールプレイができていた．内容

も単純ではなく ，困らせる場面があ ったり ，ユーモアが

あっ た． ロールプレイを見る側も楽しそうに見ており ，

感想等の発表できていた

　授業後の感想カードには ，「劇だ ったけど，山分だ っ

たらどうするか最後まで迷っていたので考えるのは必要

なことだと思 った ．」 ，「普段の保健の授業とはまた違 っ

た授業で，いろんなことを知ることができました ．」 ，

「今円の授業はとても将来のためになる授業だ った ．将

来絶対，薬物乱用者にはならない
．」 ，「お酒を飲むこと

はすごく楽しそうだけど ，　 ’歩間違えると命に関わ った

りするから，自分できちんと調整できるようにしたいで

す． 薬物は絶対しないようにしようと思いました ．」な

どが書かれていた、感想カードの内容のキーワード分類

を図７に示した

　　　　　　　｛■の他
　　　知識がえら打Ｌ〔上か ｒた
　　　白分凹健鹿は白分で守る
　　　これから凹将来に役立コ

　　　　　わかりやすか った
知一コ ていたつもｉつだｒたが故的て知 一］ た

　　　　　藁物は絶対し壮い
　いろんなことを知ることがで音た

　　アル］一ルの怖さ知 った

　　　誘わ打た時の断ｏ方

　　　　おもしろか った

　　　藁物の怖さ知 った

　　 □一・ルプレイよか 一〕 た

　　将来の了ルコール飲み方

アル］ 一一ルパッチテストよか った

＝記雌散〕

図７ ．飲酒 ・薬物の授業後感想カード内容

皿． 考　　察

　ブレインストーミングには，普段あまり意兇を出さな

い子どもが白分の考えを人に伝えることができるように

なり ，人の意見を聞くことによっ てその人を認めるとい

うトレーニングになるという効果がある 、今回ブレイン

ストーミングを使った学習後の感想において ，「他の人

の意見，言葉州１１し合い」や「白分で考えて」といった

意見が書かれていたことから白分で考えるということを

大切にすることや他人の意見を聞いて考えを共有すると

いった意図が生徒に伝わ っていたと考えられた．また ，

「知っているつもりだったがあらためて知 った」という

言葉は，情報として知っていたことが理解納得できたこ

とで認識できたととらえた．認識と行動を ・一一連のものと

しておさえ，「認識」をふまえて「行動」につなげると

文献にもあり
一■

行動への第一歩が踏み出されたと考えた

　『牛活モデル』はＰＲＥＣＥＤＥ－ＰＲＯＣＥＥＤモデルを応用

して作成した．準備因子としての「知っていること ，思 っ

ていること」の内容は，学習活動Ｉ時に行った「生活習

慣と健康の関係で知っていること」のブレインストーミ

ングの際に出されたカード内容から抽出した．この学習

では，「老後のことを考えた」，「将来のｎ分を考えた」 ，

「今の時期から気をつけたい」という意見が多くをしめ
，

口標から考えてくといったＰＲＥＣＥＤＥ－ＰＲＯＣＥＥＤモデ
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ルの応用が効果的にできたと考えられた．各生徒の書い

た生活モデルをみると ，健康Ｆ１標に「丈夫な骨をもって

いる」，「スポーツができる ，足腰が強い」，「やりたいこ

とができること」などかなり具体的な個人目標が出され

ていた．白分が将来どうなっ ていたいかということから

今何をするのかという思考は前向きな認識を引き出して

おり行動に結びつきやすいのだと考えられた．反面，未

記入の生徒が少数みられ，書き方がわからなかったのか

難しかったのか，何か別の理由があ ったのか気になった

その場で生徒に書けない理由を聞いたり ，後で聞くなど

の配慮ができなかったことが反省された．感想カードに

も「説明をもう少ししてほしい」，「板書してほしい」な

ど記載されていたことからも分かりにくかった点があ っ

たと考えられた

　実験や演習（ロールプレイ）の効果は大きく ，「おも

しろか った」，「よか った」，「分かりやすかった」の記載

が多くみられた．学習をおもしろい，興味があ ったと感

じることができ ，生徒白身の実感として理解されたもの

は， 行動のための認識として学習され，生活の中での同

様の場面で活用されていくと考えられた．喫煙に関して

「将来白分は吸わない」と記載した生徒が多くおり ，白

分の行動として考えることができたのではないかと思わ

れた

　今同の研究授業では，健康についての問題を自分白身

のこととして捉えて考え，行動化につなげるということ

を口的としておこなっ た． その結果，学習前から生徒は

情報としての知識は持ってはいるが，偏りがあ ったりや

誤ったものであった．学習においては，もっている知識

を整理して補足修正すること ，考える機会をつくること

が大切であった．つまり ，知識の与え方と考えるプロセ

スが重要であり ，深い理解や納得をともなった認識にな

るということであ った．また，学習を興味深い，おもし

ろいと感じ，自ら考えることできるためには，学習の展

開方法にブレインストーミングや実験，ロールプレイ
，

映像を取り入れ工夫していくことが有効であることがわ

かった

　今後の課題としては，生徒がもつ知識から出発する場

合， 内容をどう絞り込むのか，疑問 ・質問にどう答えて

いくかという点である ．焦点を絞り ，ｌｌ・心（コア）とな

ることを確実に伝えていくことが中学校保健学習で重要

と考える ．中心（コア）の部分は，牛徒が成長していく

中で行動を選択していく際の基礎になると考える

４）江本リナ：自己効力感の概念分析，日本看護科学会

　　誌 ，２０（２） ，３９－４５ ．２０００

５）植旧誠治，山中茂穂：保健の授業は行動科学の考え

　　方を基本とすべきか，学校保健研究 ，４０ ，５２９－５３２
．

　　１９９９

６）天野洋子：学習に興味，関心を持たせる授業の試み 一

　　中学２年生の保健授業の感想から一 保健の科学
，

　４２（８） ，６６５ －６７０．２０００

７）吉田亨：健康教育の技術とは，保健の科学 ，３９（７）
，

　４７１ ＿４７４ ．　１９９７
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